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バ ックハ ン ドス ロー ・ス キ ル の 習得 に主 眼 を置 い た

5人 制 ア ル テ ィメ ッ トの 教 材 開発

大島 寛

The development of teaching materials for throwing backhand: 

         The 5on5 ultimate flying disc game

Hiroshi Oshima

1.は じ め に

2012年7月7日 か ら14日 の期間にフライング

ディスク競技のひとつである世界アルティメッ ト

選手権が大阪府堺市で開催 された.ま た2013年

5月 に行われた10C(国 際オリンピック委員会)

理事会において,世 界フライングディスク連盟が

準加盟団体 として認定され,2020年 東京オリン

ピックの種 目選考に向けてフライングディスク競

技が歩みを進めた.ア ルティメッ トはアメリカで

発祥 し,世 界56か 国で親 しまれ,デ ィスクが描

くス トレー トやカーブスローの浮遊感はアルティ

メッ トを楽 しむ上で欠かせない特徴である.ま た

ディスクには大小 さまざまな大 きさがあるため

小 ・中学生から大学生までの男女の手の大きさに

合わせたデ ィス クを教材 として選ぶことがで き,

幼児や小学生には安全面で適 したウレタン製のソ

フ トディスクが教材として使用されている.

2012年 度 より中学校新学習指導要領のゴール

型ゲームの中に陣取 り型の種 目としてアルティ

メッ トが採用されたため,今 後の中学校体育の授

業でアルティメッ トを教材 として採用することが

増えると考えられる.ま たアルティメッ トは審判

を置かずお互いのプレーをお互いがジャッジする

ことも大きな特徴で,審 判がついてゲームをおこ

なってきた学生にフェアプレーを考えさせること

のできる教材であると言える.ア ルティメッ トで

は身体接触はファールとなるため,ボ ールゲーム

と比 較 して も身 体接 触 に よ るケ ガが 起 こ る危 険 性

は低 い と考 え られ る.7人 制 の ア ル テ ィメ ッ トの

コ ー トの 大 き さ は,横37m× 縦100m(エ ン ド

ラ イ ンか らエ ン ドラ イ ン),セ ン トラ ル ゾ ー ン は

64m(ゴ ー ル ラ イ ンか らゴ ー ル ラ イ ン),エ ン ド

ゾ ー ン縦18mの 大 き さの コ ー トで あ るが,学 校

教 育 の 現 場 で は この よ う な大 き さの コー ト設 営 は

難 しい.ま た コー トを縮 小 した場 合 は,7人 制 の

アル テ ィ メ ッ トで はパ ス をつ な ぐス ペ ー ス が小 さ

くな るた め 展 開 が 難 し くな り,接 触 プ レー が 生 じ

る こ と も考 え られ る.そ こで 本 稿 で は7人 か ら5

人へ の 縮小 率 を概 ね 適 用 した 大 き さの コー ト(横

23m× 縦68m)で 実 施 す る5人 制 の ア ル テ ィ

メ ッ トに焦 点 を当 て,習 得 が 簡 単 なバ ッ クハ ン ド

ス ロー を使 った ゲ ー ム 展 開 とそ の 練 習 方 法 につ い

て 小 学 生 か ら大 学 生 まで を対象 に ア ルテ ィ メ ッ ト

を教 材 と して授 業 展 開 す る際 の 資 料 と して 報 告 す

る もの で あ る.

五.5人 制 アル テ ィ メ ッ トの用 具 とゲ ー ム で の

主 要 ル ール

1.5人 制 の ア ル テ ィ メ ッ トの コ ー トと用 具

5人 制 の ア ル テ ィ メ ッ トは横23m× 縦68m

(エ ン ドラ イ ン か らエ ン ドラ イ ン),セ ン トラ ル

ゾ ー ン は40m(ゴ ー ル ラ イ ンか ら ゴ ー ル ラ イ

ン),エ ン ドゾ ー ン縦14mの 大 き さの コー トで 実

施 す る(図1).フ ィ ー ル ドの 中 心(縦34m,横
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